
こ　ん　な　と　き
届け出が必要です
手　続　き　は
高齢社会課窓口で

介護保険の認定を受け、在宅で介護サービスを利用するためには、介護サービス計画の作成が必要
です。介護サービス計画を作成する事業者を選び、届け出をしてください。
届け出をしないで介護サービスを利用された場合には、利用された介護サービスの費用をいったん

全額支払っていただくことになります。
自己作成もできますが、 が必要です。
更新申請は、要介護認定の有効期間満了日の60日前からできます。有効期間を確認し、早めに申請

しましょう。
■問い合わせ先＝高齢社会課　q20ー3173・3174

申請されると中学校区（10カ所）に設置されている
在宅介護支援センターの調査員が心身の状態など
（85項目）について聴き取りし、調査票を作成します。

申請は、ご本人か家族の人が申請します。
指定居宅介護支援事業者などに代行してもらうこともできます。

審査会の判定結果をもとに認定し、申請から30日以内に、ご本人に通知します。
認定結果は、要支援・要介護1～5・非該当に分けられます。
※非該当の人は、介護保険によるサービスは利用できません。

サービス計画に沿って利用します。利用した費用の1割を
負担していただきます。

調査票と意見書により介護や支援が必要な
状態か、どのくらいの介護を必要とするの
かを審査判定します。

本人や家族の希望や心身の状態をよく考慮したうえで、サ
ービス計画を作成します。

医学的見地から意見書を作成します

～申請は、随時受け付けています～
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